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甲府市は今から481年 前に、甲斐守護職の武田信虎が邸問ケ崎の地に新たな館を造営 し、

その周辺に家臣や商職人を集めて城下町を開創 したことに始まります。信虎の名づけた「甲

府」の地名は甲斐の府中 (都)を 意味するもので、文字通 り領国統治の拠点となりました。

以来、甲府のまちは武田氏の勢力拡大に伴って整備が続けられ、続 く信玄・勝頼の時代

には東国でも有数の規模の城下町に発展 したといわれています。また、武田氏滅亡後は甲

府城 を中心 として近世都市甲府が建設され、今 日に至る繁栄の礎が築かれました。

城下町としてのこの長い歴史に彩 られた甲府のまちには、全国に誇 り得る多彩な文化遺

産が残されていましたが、戦災 とその後の急速な都市化の進展のため、この地に培われて

きた風情や伝統文化の多 くが失われようとしています。

甲府市教育委員会ではこうした状況に対処 し、市民生活と文化財保護の調和を図るべ く、

甲府城下町に関わる文化財・地名・風俗などの総合的な調査を進めるとともに、地下に眠

る城下町遺跡の保護にも取 り組んでいるところでございます。

この度は、旧甲府営林署跡地の宅地造成に先立って発掘調査を実施 しましたところ、武

田氏の時代をはじめとする建物や水路の跡などたくさんの遺構・遺物を検出し、土地に亥1

まれた歴史の一端をこの報告書に記録・保存することができました。出土遺物の中には金

属を溶かした痕跡をもつ土器や焼上、鉄砲玉などもあり、家臣屋敷地の一角で鍛冶に関係

した作業が行われていたことが明らかとなるなど、予想以上の成果 とな りました。

調査の実施にあたりまして特段の御理解 と御配慮をいただきました中央都市建設株式会

社、並びに関係者各位に厚 く御ネL申 し上げますとともに、今後 とも引き続 きの御力添えを

御願い申し上げます。

平成13年 3月

甲府市教育委員会

教育長 金 丸 晃
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1.本 書 は国史跡武田氏館跡 (山梨県 甲府市古府 中町・屋形三丁 目 。大手三丁 目)の 周辺
に広が る武田城下町遺跡の うち、甲府営林署跡地 (大手一丁 目4539-1番地)の 発掘調査
報告書である。

2.発 掘調査 は宅地造成 に伴 うものであ り、 中央都市建設株式会社 (代表取締役 藤澤進 )
か らの委託 を受け、甲府市教育委員会が主体 となって実施 した。

3.調 査経費は、事前の試掘調査 を甲府市教 育委員会が、本調査 を中央都市建 設株式会社
が負担 した。

4.調 査 は志村 憲― (甲府市教育委員会文化財主事)及び山崎雅恵 (富山大学人文科学研
究科修 了)が担 当 した。
5。 本書の編集・執筆 は、市瀬文彬文化芸術課長 を責任者 とし、数野雅彦文化財係長、志

村憲―・伊藤正彦 。平塚洋一文化財主事、望 月小枝 (駒沢大学卒業 )、 山崎雅 恵が行 った。

6。 本書の挿図 は、望月小枝・ 山崎雅 恵・伊藤正彦が作成 した。

7.本 書 に関わ る出土遺物及び記録 図面・ 写真等 は甲府市教育委員会で保管 している。
8。 発掘調査及び報告書作成 に際 し、次の方々か ら待「指導 。御協力 をいただいた。・厚 く御

礼 申 し上 げる次第である。

伊藤正義、小野正敏、小林健二、萩原三雄、笹本正治、高野玄明、畑 大介、
八巻与志夫、山梨森林管理事務所

例

1.遺 構 番 号 は、今 回の報告 に際 し、付 け直 した。
2.遺 構 図 。遺 物実測 図の縮尺 は、各 図面 に表 示 した。
3.遺 構 断面 図 の水平数値 は海抜高度 を示 し、 単位 はmで ぁ る。
4.報 告書 中の方位 は、すべ て磁 北 を示 して い る。
5.挿 入 の地 図 は、 国土地理院発行 の 5万分 の 1甲 府 (平成 3年発行 )を 使 用 した。

[調査参加者 ]

荒木昭彦 飯室久美恵 小澤 四郎  金井 い く代  川 口格一 岸本美苗  北原洋子
栗 田宏一 佐 田金子 佐田 昇 鈴木正文 高添美智子 武井美知子 塚 原澄子
花曲敬子 本道歌子 本道政清  望月貴美子 望月宏美 渡辺 茂

H



目

序

例言 。九例

目   次

第 1章 調査の経緯 と概要

第1節 調査に至る経緯…………………………………………………………………………Ⅲl
第2節 発掘調査の概要…………………………………………………………………………。1

第 2章 遺跡の環境

第 3章 遺構 と遺物

第 1節 層

第 2節 遺

1

2

3

4

5

6

7

第 3節 遺

序……………………………………………………………………………………4

構

住 居 跡― …………………………………………………… ……………Ⅲ………… … …………… 4

土  羨 ……………………………………………………………………………・4
ピ ッ ト……………………………………………………………………………・… 6
溝   ……………………………………………………………………………Ⅲ6
集石土羨……………………………………………………………………………

。22

暗  渠……………………………………………………………………………・22
掘立柱建物…………………………………………………………………………Ⅲ24

物 …………………………………………………………………………………・24

第 4章

第 1節

第 2節

と め

検出遺構の変遷…………………………………………………………………………
Ⅲ35

武田城下町遺跡営林署跡地点の再葬墓について…………………………………Ⅲ36



卜、 _

号監麟二

田 瞬
咀

1菅1

，，ｔｉ
“
ド
」

士
嚇

戦
瀞

件番I

テドi:|

”

永

守
団
て
ネ
キ

講

蠍

ノ _雄
縣幕爺

■
磯

中
を
善

”
府
Ｗ 謝
ｕ

圃 凹

一牌
腑
陪
性
防

ほ
隠

礎

Ｌ

”
花
■
卜
路
二
′
御

序

ｈ

ピ
ｎ
解
軽
鵜

コ

え

″
と

芥

柚

施

′
色

（

側
用
期
仰

読

『甲府略志』所収「古府之図」



第 1章 調査の経緯 と概要

第 1節 調査に至 る経緯

山梨県 甲府市大手一丁 目4539-11こ おける今 回の発掘調査 は、 中央都市建設株式会社の

宅地造成工事 に伴 って実施 された。 当該地区は相川扇状地上 の武田氏館跡 を中心 とした武

田城下町の範 囲内にあた り、字 「小 山田」の地名が残 り16世紀代 には武田氏の家臣屋敷が

存在 していた と推定 され る土地である。

調査区は平成 11年 3月 まで甲府営林署の敷地であ り、営林署の移転 に伴 い民間に払い下

げになることが決定 された。払 い下 げに先立 ち、甲府営林署 の依頼で甲府市教育委員会が

試掘調査 を行 い、遺構 の残存状況の確認 を行 った。試掘調査 は平成 12年 1月 11日 より 2月

16日 まで実施 し、中世か ら近世 にかけての土羨・溝・ ピッ トな どの遺構 を検 出 した。 この

結果 に基づ き甲府市教育委員会 と、宅地開発 を行 う中央都 市建設株式会社 の両者で協議 を

行い、造成工事 により遺構面が破壊 され る部分 について本調査 を実施す るこ とが決定 され、

発掘調査及び整理作業 につ いての契約が結ばれた。

本調査 は平成 12年 4月 24日 か ら同年 7月 14日 までT/F業 を実施 し、弓Iき 続 き整理作業 と報

告書の編集 を行 った。

第 2節  発掘調査の概要

発掘調査 に先立 って行 われた試掘調査では、調査区 (2638.80m2)全域 に幅 2mで 東西方
向 1本、南北方向 5本の トレンチ と、 2m四 方のグ リッ ド2か所 を設定 した。重機で表土
の除去 を行い、 さらに人力によ り遺構、遺物の確認作業 を行 った。

本調査の対象 となったのは、道路敷設により遺構面が破壊 され る部分 (約 430m2)で、幅

7～ 8m、 東西約 70mの 区域である。重機 により表土 を除去 した後、南北 をA～ E、 東西
を 1～ 18に分害Uし 、合計 58の グ リッ ド (4× 4m)を 設定 した。発掘調査段階では、調査
区の形 にあわせて任意 にグ リッ ド杭 を設定 している。 2点のグ リッ ド座標 を以下 に示 して
お く。

B8グ リッ ド
C8グ リッ ド

X=-30982.625  y=6988.594  Z=309,228
X=-35978.778  y=6989.691  Z=309.424

基本的 に遺物 は、遺構又 はグ リッ ドごとに取 り上 げを行 ってい る。出上 した金属・漆器

製品の一部 については、財団法人帝京大学 山梨文化財研究所で保存処理 を行 った。航空写

真測量 による全体図の作成 を行 い、発掘調査作業 を終 了 した。

本調査 により検 出された遺構 は、地表下 0.3～ lmで確認 されている。住居跡 1棟、土療
6基、溝 20条、集石土療 1基、暗渠 5条、掘立柱建物跡 1棟、 ピッ ト103基 な ど平安時代 か

ら近代 にかけての遺構である。検 出された溝 に関 しては、現在 の地割線 と平行若 しくは直

交す るものが多 く、中世 16世紀代 か ら現代 にかけての土地利用の変遷 を物語 る。 さらに屋

敷境の堀 と考 えられ る溝の検 出は、今後、武田氏の時代の家臣屋敷地の構造 を研究す る上

で貴重な資料 を提示す るものである。

遺物 は相川扇状地上では発見例 が少 い、平安時代の甲斐型土器片が比較 的多 く検 出され

た。中世遺物 は全体の 4～ 5割 を占め る。かわ らけ、常滑焼甕、瀬戸美濃系の天 目茶碗・
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丸皿・橋鉢な どの陶器、中国製の磁器、鉛製鉄砲玉、銅銭等主 に16世紀代の武田氏の時代
の ものであ り、居往者が武士階層であったことを推定 させ る遺物である。  (志 村憲一 )

第 2章 遺跡の環境

今回、宅地造成工事 に伴 って発掘調査が実施 された甲府営林署跡地 は、相川扇状地扇央

部の標高310mの 辺 りに所在す る。この扇状地の一帯 には、武田信虎の府 中移転 に際 し、永
正 16年 (1519)か ら甲斐の新府 中「甲府」が建設・整備 され、続 く信玄・勝頼の時代 にか

けて武田氏領国における政治 。経済・文化の中心都市 として発展 した。

城下町の中核 となったのは新 たに造営 された武田氏の居館 「腰[闘 ケ崎館」で、調査地点

か ら約 800m北側 に位置す る。この館の周辺か ら現在の JR中 央線辺 りまで広がっていた戦
国期 の甲府城下町 には、 5本の南北基幹街路が 2町間隔で計画的に整備 されてお り、 中央
の街路 は館主郭部の中心線 を機車由として設定 された もの と推定 されている。

中央街路の南半沿線 は戦国期の史料 にその名称 を確認で きる「柳小路」「連雀小路」が南

北 に連 な り、商人町 を形成 していた。北半沿線 は、高野山成慶院所蔵 の 「武田家 日杯帳」

に見 える「広小路」に比定す る説が飯沼賢治氏 によって提示 されている。「武田家 日杯帳」

には、広小路及び広小路横宿の住人 として跡部美作守殿 ムスメ・ 山縣甚太郎 昌次 。中サ ワ

道存・秋 山万落内方に加 えて京鰻頭屋森村忠右衛門の名 も記 されてお り、武士 を主体 とす

る屋敷地区であ りなが ら富裕商人 と推定 され る人物 も居住 していた様子が うかがわれ る。

調査場所 は中央街路 に東接 した字小 山田地 内で、市内上石 田を本貫地 とした小山田備 中

守昌辰の屋敷跡 と伝承 されているが、確証 を欠 く。武田神社所蔵の「貞享三年御直図」 (『史

跡武田氏館跡 VII』 所収 )で は、 中央街路 に沿 って小山田備 中守屋敷跡、その東側 に諸角備
後守屋敷跡 を描 いてお り、『甲府略志』所収の「古府之図」では両屋敷跡の位置が逆 となっ

ている (巻頭 日絵 )。 両絵図 ともに調査 区南側 に心福寺黒印地、北側 に曽根下野守屋敷跡 を

記す点 は同 じであるが、中央街路西側 は前者が大神宮・ 山形河内守屋敷跡・ 内藤相模守屋

敷跡であるのに対 し、後者 は武田左馬介信繁屋敷跡であ り、近世 に描 かれた城下町絵図の

信憑性 の検証が今後の課題 となる。

武田氏が整備 した城下町は天正 10年 (1582)の 武田氏減亡後 も存続 し、甲府城建設 に伴
う城下町の移転・再整備 に伴 って武家屋敷の一帯が空 き地 とな り、周辺地域の農民 を移 し

て古府 中村が編成 された。地名「古府 中」の初見が慶長元年 (1596)で あ り、多 くの寺社
が文禄年間の新城下町移転 を伝 えていることか ら、古府中村が成立 し一帯の耕地化が進め

られたのは文禄年間のことであろ う。慶長 16年「古府中再縄水帳」 (山梨県立図書館所蔵 )

では、本日

'II扇

状地の開析吉Бか ら扇央部 にかけて田畑が広がる状況 を見 て とることがで きる。

近代 にな り調査区の南西及び南側 には、中梨県師範学校 (明治 44年開校 )と 山梨高等工
業学校 (大正 13年開校 )が建設 されたが、調査場所か ら武田氏館跡 (武 田神社 )に かけて
は水 田一色であ り、宅地化が急速 に進むのは戦後である。 この場所 に甲府営林署が建設 さ

れたのは、昭和 25年 12月 の ことである。

-2-
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2 10YP%暗 褐色土

3 1□YP%黒 褐色土
(遺物包含層 )

4 18YRe/3票 褐色土

(道物包含層 )

5 1DYR3/2黒褐色土
8 10YR3/2黒掲色土
6 10YR3/2黒褐色土
7 地山

調査区東壁土層堆積

|・2 表土、攪百し。
3 10YR%灰 黄褐色土 (部分的)。
4 1DYRe/2黒捐色土。
粗砂多い。炭化笏弱干混じる。

5 18YP4/2黒 褐。

炭化物多い。しまり、粘性強い。

6 1号土嬢埋土。
7 1号止嬢埋土。

土 層 柱 状 図
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第 3章 遺構 と遺物

第 1節  層序 (図 2)

本遺跡 は、緩やかに傾斜 した相川扇状地 に立地す る。甲府営林署跡地 にあた り、遺跡全

体上面 は、かな りの削平 を受 けている。調査区の北側では、表土・耕作土である 1層及び

2層 直下 に遺構確認面である地 山を確認で きる。 2層 は本田の床土であ り、調査区の南東

側 にやや厚 く確認で きるが、表土攪乱のため、一定 した レベル にない。 3層 及び 4層 は遺

物包合層であ り、中世か ら近世、近代 にかけての遺物 を合 んでいるが、均質 に堆積 した も

のではな く、調査区の北西側では明確 に確認 していない。 5層 及び 6層 は調査区のほぼ中

央 に確認で きる土層である。主な遺構確認面である地 山は中程度の礫 を多 く合む黄褐色土

層で凸凹に堆積 してお り、部分的に礫 を含 まない地 山 (調査 区東側で確認で きる黒褐色土

でチ ップ状の黒色土が混 じる)上で も遺構 を確認 している。
調査区の上層 は基本的に、南東 に向かって緩やかに傾斜 しているが、部分的 に耕作 によ

る人為的な削平 と盛土 によってある程度平坦 に造成 されている。      (山 崎雅恵 )

第 2節  遺構

住居跡 (図 3・ 写真 2～ 3)

1号住居跡 は、調査区の西側、 B13・ 14、 C13・ 14グ リッ ドに位置 し、 ピッ ト48・ 49・

50と 重複す る。形状 は、隅丸方形 を呈す るもの と思われ るが、中世以降に整地作業が行わ

れたため、詳細 は不明である。規模 は長軸 3.2m、 短軸 2.5m、 確認面か ら床面 までの深 さ

8 cmを 測 る。床面 は、黒色粘土 を主体的に用いた面が確認 されたが、硬化面 については確

認 されていない。壁溝及び柱穴は、検 出されなかった。

住居跡の中央か ら西壁 に設けられた煙道状石組 まで、約 lmの 幅で焼土が堆積す る。その

ため、カマ ドは西壁 中央 に設置 された と推定 される。

出土遺物 は総数 70点。 うち上師器が 68点 (邦系 60点 。甕系 8点 )、 須恵器が 2点 である。

この うち図示で きた遺物 は 2点 (図 17-1・ 2)で ある。 9世紀第 3～ 4四半期頃 (甲 斐
型土器編年第Ⅸ ～ X期 )の所産 と考 えられ る。              (平 塚洋一 )

2   」L 壊

1号土墳 (図 4)
D18、 E18グ リッ ドで検 出された。一部が調査区東北端の壁 にかか る。南北 に細長い形
状であ り溝状 を呈す るが、土羨 として扱 ってお く。検 出都 は長 さ294cm、 最大幅 32cmを 測 る。

土羨底部北半 には主軸 を同 じくした長 さ139cm、 最大幅 21cmの落 ち込みがあるが、時期差 は

認め られない。落 ち込み部の深 さは2 5cmを 測 る。径 22cmの ピッ ト11を切 る。遺物 は、近世

以降の所産 と推定 され る陶器の細片が 1点 出土 した。

2号土壊 (図 4)
C18グ リッ ドで確認 された。グ リッ ド南壁 にかかるため全体 を検 出 し得 なかったが、径
約 70cm、 深 さ19cmの 円形土羨 と推定 され る。夜土は単一土層で、西側 をピッ ト6に切 られ
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る。遺物 は検 出されなかった。

3号土壊 (図 4)
B15グ リッ ドで検 出された。径 125cm、 深 さ15cm程度の円形 を呈 した浅 い土羨である。東
端は比較的新 しい時期 に南北 に構築 された 1号暗渠 に削 られ、中央上面 は東西 に主軸 をも
つ 5号溝 によって切 られる。南端 は 4号溝 を切 る。出土遺物 はない。

4号上境 (図 4)
B16グ リッ ドで 6号溝 に接 して検 出された。平面 は不整楕円形で、長径 71cm、 短径 56cm
を測 る。深 さ16cmと 浅 く、断面 は盆状 を呈す る。夜土 は 3層 に分 けられ、ほぼ水平 に堆積

す る。底部か ら側面 にかけ、地 山層内の礫石の突出が 目立つ。出土遺物 はない。

5号土娠 (図 4)
B llグ リッ ドで検 出された。12号溝 と13号溝の間に位置す る。長径 213cm、 短径 195cmの

円形 を望 した比較的大 きな土療であるが、深 さは15cmで、底面か らの立 ち上が りもなだ ら

かである。土療 中央部 は、南北方向に幅約 50cmの攪乱 を受けている。覆土は 2層 に分かれ、

上層 には炭化物・焼土が多 く含 まれ る。底面 には地 山の小礫が多数露出す る。図示 した出

土遺物 はかわ らけ 1点 のみ (図 17-3)で あるが、他 に人鉢脚部 と肥前系磁器の細片が少
量検 出された。

6号土壊 (図 4・ 写真 4～ 6)
B3グ リッ ドで検 出された。内部 に人骨 を埋葬す る。形状 は南北 に主軸 をもった長楕円形
で、南北 100cm、 東西 60cm、 深 さ24cmを 計測す る。底面 は上ヒ較的に平坦であるが、東側 に向

かって若千の傾斜 をもつ。土羨北側 に頭骨 を東向 きに寝かせて置 き、その南側 に四肢骨 を

方向を揃 えて並べ、上部 に長 さ約 40cmの安山岩 を乗せていた。頭骨頸部付近の上面 に開元

通宝・他の銭貨 6枚が副葬 されてお り、中世の再葬墓 と考 えられ る。長 さ約 7 cmの 角釘 1

本が銭貨の近 くか ら出上 した (図 17-4～ 6)。
頭骨 を取 りあげた段階で、その直下か らピッ ト86が検 出されたが、 6号土療 に伴 う遺構
であるか確認で きなかった。土羨西側 は、 ピッ ト65に切 られている。    (数 野雅彦 )

3 ビッ ト (写真 7)

本遺跡検 出の ピッ トは総数 104基である。覆土中か ら遺物 を出上 した ものは僅 かであ り、

構造や時代性 は明 らかでない。

そのため、別表 に平面形態・規模・土層・切合い関係 をまとめた。   (平 塚洋一 )

4 溝

1号溝 (図 6・ 写真 8)
B14・ 15・ 16・ 17グ リッ ドにかけて検 出 したN-18°一Wの溝である。
検 出長は約 6.8m、 幅は最大で 69cm、 深 さは約 9 cmを 浪1る 。 1号暗渠 に切 られ、 2号溝 を

切 る。北西側 は、途中 B14付近で確認で きな くなるが、南東側 に深 く、調査区外へ続いて
いる。

遺物 は、かわ らけ 1点 (図 17-11)を 図示 している。 この他土師質土器の小片数点 を確
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武田城下町 (営林署)追跡 Pた 計測表
遺構番号 平面形態 長径 短径 深さ 土 層 出土遺物 番号 備 考

Pit l 円形 1層 10YR暗褐3/32層 10YR黒褐3/2

Pit 2 円形
1層 25Y黒褐3/12層 10YR暗褐3/3
3層 10YR暗褐3/3

Pit 3 円形 1層 10YR暗褐4/4

Pit 4 円形 17 l層 10YR暗褐3/3

Pit 5 円形 1層 10YR暗褐3/3

Pit 6 楕円形 1層 10YR灰責褐4/22層 1層 +10YR褐灰4/1 2号上残を切る

Pit 7 略円形 1層 10YR暗褐3/32層 10YR暗褐3/3 Pit16,18を切る

Pit 8 略円形 1層 10YR黒褐3/22層 10YR暗褐3/4

Pit 9 円形 1層暗褐3/2 甲斐型甕1

Pit10 円形 1層 10YR黒褐3/32層 10YR暗褐3/3 甲斐型不1

円形 1層 10YR晴褐3/32層 25Y黒褐3/2 1号上娯に切られる

2 円形 1層 10YR黒褐3/22層 10YR黒褐3/2

3 円形 9 1層 10YR暗褐3/32層 10YR灰責褐4/2

不整形 1層 10YR暗褐3/32層 10YR暗褐3/3 2号溝を切る

Pit15 円形 1層 10YR黒褐3/22層 10YR暗褐3/3

Pit16 略円形 1層 10YR暗褐3/32層 10YR暗褐3/3 Pit 7に切られる。Pit18を 切る。

Pit17 楕円形 9 1層 10YR暗褐3/3 1号溝を切る

Pit18 不整形 1層 10YR黒褐3/22層 10YR黒褐3/2 Pit 7,161こ 切られる

Pit19 円形 1層 10YR黒褐3/2

Pit20 円形 1層 10YR黒褐3/2 甲斐型不片2 Pit24を切る

Pit21 略円形 1層 10YR黒褐3/2

Pit22 略円形 1層 10YR黒褐3/2

Pit23 円形 8 1層 10YR黒褐3/2 1号溝に切られる

Pit24 円形 8 1層 10YR黒褐3/2 Pit20に 切られる

Pit25 楕円形 6 1層 10YR黒褐3/2 上師質土器片4 5号溝に切られる

Pit26 略円形 4 1層 10YR黒褐3/2

Pit27 楕円形 1層 10YR黒褐3/2

不整形 6 1層 10YR黒褐3/2 かわらけユ 図177

不整円形 8 1層 10YR黒褐3/2 14号溝を切る

略円形 13 6 エレベのみ

円形 エレベのみ

Pit32 楕円形 1層 10YR黒褐3/2

Pit33 略円形 1層 10YR暗褐3/3 14号溝を切る

Pit34 楕円形
1層 10YR暗褐3/32層 10YR灰責褐4/2
3層 10YR黒褐3/2

Pit35 楕円形 1層 10YR暗褐3/3

Pit36 脩円形 11 l層 10YR黒褐3/2 かわらけ片ユ 図178

Pit37 略円形 1層 10YR黒褐3/22層 10YR暗褐3/3 土師質上器片2 図17-9

Pit38 略円形 12 1層 10YR暗褐3/3

Pit39 円形 17 1層 10YR黒褐3/12層 10YR黒褐3/2

Pit40 略円形 1層 10YR黒褐3/2

Pit41 略円形 1層 10YR黒褐3/22層 10YR暗褐3/3

Pit42 略円形
1層 10YR暗褐3/32層 10YR黒褐3/2
3層 10YR黒褐3/2

Pit43 楕円形 1層 10YR黒褐3/2

Pit44 略円形 1層 10YR黒褐3/2

Pit45 略円形 エレベのみ 6号溝に切られる

略円形 エレベのみ

円形 8 1層 10YR黒褐3/2

Pit48 円形 1層 10YR黒褐3/2 1号住居と重複

Pit49 円形 6 エレベのみ 1号住居と重複

Pit50 円形 エレベのみ

Pit51 略円形 1層 10YR黒褐3/2

Pit52 略円形 1層 10YR灰責褐4/22層 10YR灰黄褐3/2 14号溝に切られる

Pit53 円形 1層 10YR黒褐3/2
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遺構番号 平面形態 長径 短径 深さ 土 層 出土遺物 番号 備 考

(円形) エレベのみ 11号溝に切られる

Pit55 略円形 7 層 YR黒褐3/22層 10YR黒褐3/2 8号溝を切る

略円形 11 層 OYR黒褐3/2

(円形) 層 OYR黒褐3/2

Pit58 円形 層 OYR黒褐3/22層 10YR黒褐3/2

Pit59 円形 1層 10YR暗褐3/32層 10YR黒褐3/2

Pit60 略円形 1層 10YR黒褐3/22層 10YR褐灰4/1 11号溝に切られる

円形 15 17 エレベのみ

Pit62 略円形 6 エレベのみ

Pit63 略円形 4 1層 10YR黒褐/2

Pit64 略円形 エレベのみ

Pit65 (円形 ) 13 1層 10YR黒褐3/2 8号上羨に切られる

Pit66 (円形) 1層 10YR暗褐3/32層 10YR暗褐3/3 甲斐型不片1

Pit67 惰円形 エレベのみ 7号溝に切られる

Pit68 円形 1層 10YR灰責褐4/2 Pit84を切る

Pit69 楕円形 1層 10YR灰責褐4/2

Pit70 略円形 1層 10YR黒褐3/22層 10YR黒褐3/2

Pit71 円形 1層 10YR灰黄褐4/2

Pit72 (略円形)
1層 10YR黒褐3/22層 10YR黒褐3/2
3層 10YR黒褐3/24層 10YR黒褐3/1

Pit73 略円形 7 1層 10YR黒褐3/2

Pit74 円形
1層 10YR灰責褐4/22層 10YR灰黄褐4/2
3層 10YR黒褐3/2

略円形 1層 10YR黒褐3/22層 10YR黒 褐3/2

Pit76 楕円形 1層 10YR黒褐3/2

円形 エレベのみ

略円形 エレベのみ 7号溝に切られる

Pit79 略円形 1層 OYR黒褐3/22層黒褐3/2

Pit80 (略円形) 1層 OYR黒褐3/2 鉛玉1 図17■ 0

不整形 1層 OYR黒褐3/22層 10YR黒褐3/2

Pit82 略円形 1層 OYR黒褐3/12層 10YR黒褐3/1

Pit83 楕円形 6 1層 OYR黒褐3/2 7号溝に切られる

(楕円形)
1層 10YR灰黄褐4/22層 10YR灰責褐4/2
3層 10YR黒褐3/2

Pit68に 切られる

Pit85 円形
1層 10YR黒褐3/22層 10YR灰責褐4/2
3思 10YR黒褐3/2

Pit86 円形 8 エレベのみ 8号土張と重複

Pit87 略円形 6 エレベのみ 8号濤に切られる

Pit88 惰円形 7 1層 10YR黒褐3/2

Pit89 略円形 3 1層 10YR褐灰4/1

Pit90 不整楕円形 3 1層 10YR暗褐3/3

Pit91 略円形 6 エレベのみ

Pit92 略円形 6 1層 10YR灰責褐4/2

Pit93 楕円形 エレベのみ

Pit94 円形 5 エレベのみ

Pit95 (楕円形) 1層 10YR黒褐3/22層 10YR灰責褐4/2

Pit96 円形 6 1層 10YR灰黄褐4/2

Pit97 略円形 エレベのみ

Pit98 略円形 エレベのみ

Pit99 (惰円形) 1層 10YR黒褐3/22層 10YR黒褐3/2 焼土塊 Pit100に切ら4tる

Pit100 円形
1層 10YR黒褐3/22層 10YR灰責褐4/2

3層 10YR灰黄褐4/2
Pit99を 切る

Pit101 楕円形 3 1層 10YR灰黄褐4/2 6号溝に切られる

Pit102 楕円形 5 1層 10YR灰責褐4/2

Pit103 円形 8 1層 10YR褐灰4/12層 10YR灰黄褐4/2
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て い る。

遺 物、 重複 関係 か ら、 中世以 降の溝 と考 え られ る。

2号溝 (図 7)
B16。 17、 C17、 D17グ リッ ドにか けて倹 出 した N-60°一 Eの溝 で あ る。
検 出長 は約 9.8m、 幅 は最 大 で 95卿、深 さは約 25cmを 測 る。 1号溝、ピッ ト14に 切 られ る。
溝 イよ調査 区北東側 に続 き、 南西側 は攪 舌しに切 られ、 確 認 で きなか ったが、 南西側 に も続 い
て いた もの とみ られ る。

遺 物 は、 常滑 の胴 部破 片 (時期 不 明 )1点 と土師質土器 の小 片 を確 認 してい る。
遺 物、重複 関係 か ら、 中世以 降の溝 と考 え られ る。

3号溝 (図 6・ 写真 8)
B15。 16グ リッ ドにか けて検 出 した N-20°一Wの 溝 で あ る。
検 出長 は約 6.25m、 幅 は約 69cm、 深 さは約 8 cmを 測 る。 2号溝 を切 る。溝 は、 1号溝 と
ほぼ平行 し、北 西側 は、途 中B15付 近 で確 認 で きな くな り、南東側 は、攪 乱 に切 られ てい
るが 1号溝 と同 じく、調査 区外 に続 いて いた もの とみ られ る。
遺 物 は青磁 1点 (図 17-12)を 図示 してい る。 この他、土師質土器 数 点 を確 認 して い る。
遺 物 、重複関係 か ら中世以 降 の溝 と考 え られ る。

4号溝 (図 8)
A16・ 17グ リッ ドにか けて検 出 した溝 で あ る。 1号 暗渠、 19号溝 、 20号溝 に切 られ る。
溝 は、強 く屈 曲 してお り、幅 は最 大 で約 45cm、 深 さ約 19cmを 測 る。 区画溝 と考 え られ るが

詳細 は不 明で あ る。

遺 物 は、 3点 図示 してい る (図 17-13～ 15)。 この他灰釉 陶器 の体 部破 片 1点、土 師質土
器 数 点 を確 認 してい る。 いずれ も小 片 で あ る。

出土遺物 の主体 が平安時代 の土器 で あ るこ とや、他 の溝 との重複 関係 か ら中世以前 の溝

で はないか と思 われ る。

5号溝 (図 6・ 写真 8)
B14・ 15。 16グ リッ ドにか けて検 出 した N-20°一Wの 溝 で あ る。
検 出長 は約 6.27m、 幅 は最 大 で 76cm、 深 さは 8 cmを 測 る。 ピッ ト25、 3号 土羨 、 1号 住
居 を切 り、 1号 暗渠、 4号 土羨 に切 られて い る。 1号 溝、 3号 溝 とほぼ平行 し、南西側 は
1号住居 と切 り合 う辺 りで、南東側 は攪舌しに切 られ、確 認 で きな くな る。
遺物 は、瀬 戸美濃 の小片 1点、土 師質土器若千 を確 認 して い る。 いずれ も小 片で あ る。
遺 物 、遺構 の重複 関係 か ら、 中世 以 降の溝 と考 え られ る。

6号溝 (図 8)
A12、 B12、 C12グ リッ ドで確 認 で きる、南北 方向の溝 で あ る。
溝 は、 B12付近 で大 き くクラ ンク状 に屈 曲 してお り、幅 は最大 で約 60cm、 深 さは約 10cm
を測 る。 ピッ ト101・ 104、 14号溝 を切 り、 ピッ ト961こ切 られ る。北 東側 イま調 査 区外 に続 い
て い る もの とみ られ るが、南西側 は 19号溝 と重複 してお り、切 り合 い関係 は不 明で あ る。

遺 物 は、土師質土器数点が 出土 して い るが、小 片で あ り、時期 は不 明で あ る。
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(1号溝土層雄積)

A晦 ― A′

B翌
1001ち
fB′

B-15

A

.C-15 一 C′c即0ち

Ｂ

　

　

Ｇ

1 10YR3/3階 褐色土

(3号溝土層堆積)

A半理≧ュ.―バ

Bttg

C偉 ―げ

l laYR3/3晴 褐色土

(5号溝土層堆積)

A翌 100 1 _A′

―

B翌
100 1 _B′

―

c翌 1001  _c′

―
〕 10YR%晴褐色土

?_________―」早堅上_____―一―一qm

図 6 1号・ 3号・ 5号溝実測図
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7号溝 (図 9)
B8グ リッ ドで確認 した N-25°一Wの溝 である。検 出長は約 2.66m、 幅は最大で約 66cm、
深 さは約 4 cmと 浅 い溝 で、部分的に確認で きた ものである。

遺物は出上 してお らず、時期 は不明である。

8号溝 (図 15)
B2グ リッ ドで確認 した、N-65°一 Eの溝である。検 出長は約 4.35m、 幅 は最大 で 44cm、
深 さ約 4 cmと 浅 い溝である。北東側 は調査区外 に続 いているもの とみ られ るが、南西側 は、

攪乱 に切 られている。

遺物 は、出土 してお らず、時期 は不明である。

9号溝 (図 9)
B llグ リッ ドで確認 した、 N-65°一 Eの溝である。
検 出長 は約 1.92m、 幅は約 21cm、 深 さ約 8 cmと 浅 く短 い溝である。 14号溝 に切 られ る。

南西側 は19号溝 に切 られ、延長 を確認で きない。

遺物 は、 出土 してお らず、時期 は不明である。

10号溝 (図 7)

A8・ 9、 B8・ 9、 C8・ 9グ リッ ドで確認 した N-70° 一 Eの溝である。
検 出長 は約 5.27m、 幅約 1.76m、 深 さは約 31cmを測 る。溝 は、北東方向・南東方向共 に

調査区外 に続 くもの とみ られる。

遺物 は、 2点図示 している (図 17-16・ 17)。 この他、磁器、瀬戸美濃、瓦、構鉢 な ど土
師質土器の小片が数点出上 している。

遺物、他の溝 との関係か ら中世の溝ではないか と思われ る。

11号溝 (図 8)

A7・ 8、 B6・ 7・ 8グ リッ ドで確認 した N-45°一 Eの溝である。
検 出長は 5。 74m、 幅は最大で 1.44m、 深 さは約 1lcmを 測 る。 2号暗渠、 3号暗渠、 16号
溝 に切 られ る。溝 は緩やかに屈曲 し、北東方向、南北方向共 に調査区外 に続 くもの とみ ら

″tる 。

遺物 は、瀬戸美濃系天 目茶碗の小片 1点が出土 している。
遺物 は少数であ り、時期 は不明である。

12号溝 (図 10・ 写真 9～ 10)

B5、 C5グ リッ トで確認 した、 N-70°一 Eの溝 である。
検 出長は約 4.16m、 幅は最大で 1.4m、 深 さは27cmを 測 り、市西側 に向かってやや深 い。

南西側 は攪乱 を受 け、確認で きないが、北東側 は調査区外 に続 くもの とみ られ る。

12号溝 は覆土か ら多量の焼土塊 と遺物 を確認 している。

遺物 は、19点 を図示 している (図 17-18～ 24、 図 18-25～ 35)。 この他、瀬戸美濃系の施
釉陶器数点 と多 くの上師質土器の小片、若千の鉄製品が出上 している。

遺物 に、大窯 1～ 2段階の瀬戸美濃系施釉陶器が出土 してお り、時代 を前後す る遺物が
ほ とん ど確認で きないことか ら、 16世紀代 に機能 した溝 と考 えられ る。
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AttA′

1 19YR3/3鱚 縛0■

A   尽
1 'OYR%黒褐色土
2 10YR%反 黄特色土

A翌         ― A′

1 10YR%灰策褐色士
21 10YR/2黒 樹色主

B  日

1 10YR3/2黒 褐色■
2 10YR%黒褐色士
3 10YRЙ 黒褐色■0,号潜覆■)

c堅里
101Xl        _c′

1 10YR/2黒 褐色■

m

D  
「

1 10YR 3/3踏 褐色土 :炭 1ヒ物者千潟じる。

β 'OYR%黒褐色■

図 7 2号・ 10号・16号溝実測図
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13号溝 (図 9)

B4グ リッ ドで確認 した N-60°一 Eの溝である。
検 出長は約 2.44m、 幅は約 32cm、 深 さは13cmを 測 る。 ピッ ト43に切 られる。区画溝 とみ

られ、北東側 は、調査区外 に続 くもの とみ られ る。

遺物 は、出上 してお らず、時期 は不明である。

14号溝 (図 9)

B ll・ 12グ リッ ドで確 認 した N-301-Wの 溝 で あ る。
検 出長 は約 6.61m、 幅 は最大 で 36cm、 深 さは約 5 cmと 浅 ヤヽ溝 で あ る。 6号溝 に切 られ、
9号溝 を切 る。北東方 向 は 6号溝 に切 られ、途 中で、確 認 で きな くな る。南西方 向 は集石
土羨 に切 られ、以 降、確 認 で きな くな る。

遺物 は、 出上 してお らず、時期 は不 明で あ る。

15号溝 (図 9)

A7、 B7、 C7グ リッ ドで確 認 した N-25°一Wの 溝 で あ る。
検 出長 は約 7.98m、 幅 は 48cm、 深 さは 5 cmを 測 る。北東方向、南西方 向 に続 くもの とみ

られ る。

遺物 は、出上 してお らず、時期 は不明である。

16号溝 (図 7・ 写真 11)

A6、 B6、 C6グ リッ ドで確認 した N-70°一 Eの 溝である。
検 出長は、約 5.09m、 幅約 1.14m、 深 さ15cmを 測 る。 2号暗渠、 3号暗渠 に切 られ、 11

号溝 を切 る。南東側 は確認で きな くなるが北東側 は、調査区外 に続 くもの とみ られる。

遺物 は、 1点 を図示 した (図 18-36)。 この他、覆土か ら多 くの焼土塊 を検 出 した。
遺物、他の遺構 との関係か ら、中世の溝 と考 えられ る。

17号溝 (図 15～ 16・ 写真29)

A7、 B7、 C7グ リッ ドで確認 したN-70°一 Eの溝である。
検 出長は約 5,31m、 幅は最大で 19れ、深 さは約 22clnを 測 り、南西 に向かって深 くなる。

溝の西側 には小礫 を伴 う溝状の落ち込みが平行 してお り、 これ らの溝 を切 る形で 4号暗渠
が造 られている。北東方向 。南東方向 ともに調査区外 に続いているもの とみ られ る。

遺物 は、磁器、土師質土器が数点出上 している。遺物 はいずれ も小片であ り、遺構の時

期 は不明である。

18号溝 (図 11・ 写真 12～ 13、 19)

A9、 B9、 C9グ リッ ドで確認 した、 N-75°一 Eの溝である。
検 出長は、約 5.44m、 幅は86cln、 深 さは32 clnを 波1る 。溝 は、石積 を伴 うもので、19号溝

とほぼ時期 を同 じくして、造 られた もの とみ られ る。溝の北東側 は調査区外 に続 くもの と

み られ るが、南東側では石積がはっきりとせず、延長 を確認で きなかった。

遺物 は、 3点 を図示 している (図 18-37～ 39)。 この他、磁器、陶器の小片、土師質土器
の括鉢 を出土 している。

遺物、重複関係か ら、近世以降の溝 と思われ る。
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嘲一▽
２

Ａ ― A′ 蜘一▽
２

― B′ Ｃ
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

Ｄ
・

ギ′ Dtt「
1 10YR3/2票 福色土

2 10YR3/3暗 褐色土

(6号湾)

A処100    -A′

詩
1 18YR3/3暗 褐色土

2 10YR3/2黒褐色土

ＣＯ
　
　
　
　
ｇ

(11号溝)

卜60(土層堆穫図はS=1:40)   3m

1 'OYR%黒綺色土

B-8
+

―A′

― B′

図 8 4号・ 4号 。11号溝実測図
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(7号溝)

A型J801  下 A′

―

一

(14号肩)

(9号溝)

8091110

A- 1 -A′

Ψ
2

1 10YR%灰黄褐色圭:炭化物、焼土を多く含む。
P 10YR4/2反 黄褐色上

(18号溝)

B翌 300   _B′

マ

1 10YRe/2黒 褐色土

//A・

(15号溝)

AttA′

, iOYR%黒褐色土

B里口
00   _B′

1 10YR%黒褐色土

A聖1001 _A′

サ

1 18Y日 3/8皓褐色土

B型‖
l1 1  _B′

十

1 10YR%躇褐色土

c翌河D01  _c′

ヤ

, 10YR e/2黒 褐色土

―D為 品

k
t

1表 ■
2攪 乱
3攪 乱
4幾 乱
5 10YR4/2反 黄褐色土

S 10YR%黒褐色土
7 19YR%褐灰色土
8 10YR%黒福色土(15号湾覆■)

図 9 7号・9号・ 13号～15号溝実測図
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23

シ

ウ

ジ

ヤ
21

♂
27

―
1 /
28

24

慟
Ⅳ
開
用

20

ジ
“

〕 2、 3、 4表と、攪茜し

5 10YR%灰 葉褐色土
6 〕OYR/2黒務色土 :粒子やや粗い。
7 ,OYR%黒 褐色■粒子やや細かく、炭化物、焼■

落干宮む。

8 10YR3/2黒褐色土 :炭化物、焼土多二含む。
9 10YRe/2黒 褐色土 :炭化物、焼土を含み、粗砂か

者千混じる。
10 10YR%黒 褐色土 :炭化物苦千含む。

(12号溝)

B聖    一日
′

, 10YR%黒 褐色土:茨化物、焼上を多く含む。
2 10YR%黒 褐色土:挙大の際が多く混じり、選物多数。

炭化物、焼上を多■に含む。

3 10YR/a陪褐色■

己呻 ―   式
′

0          1:40         2m

図10 12号溝遺物出土状況、実測図

(12号溝)
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（側
　
い巧
　
溝
）

B-10

(19号溝)        口 Iし

0       卜50       2m

i9YR%黒褐色土
:茨化物、焼土微I含む。

19YR%黒褐色土:粘性強い。

'9YR%灰
黄掲色■:お性あり。

'9YR%灰
黄褐色土:お性ややあり。

10YR 3/2灰黄褐色土:狙砂層。

'OYR 3/2果
褐色主:炭化物若千含む。

10YR 3/2黒褐色土:炭化物・焼■少I.
10YR%灰黄褐色土

:境土者干倉む。
10YR%褐 灰色土

'OYR4/2灰
黄褐色土

10YR 4/2灰黄褐e土
:固くしまった粗砂層。

(19号溝)

B ttD00

c翌 000 9 10YR4/2灰 黄褐色エ
:粘性やや強い。

10 10YR%灰黄褐色■

A唖000

,～6 表■攪音し
6 10YR2/9晴褐色■
7 ,OYR3/8暗褐色土
8 10YR3/3暗褐色土
9 10YR3/2黒褐色土
10 1□ YR%灰 黄褐色土
li 19YR%灰黄褐色土(集石土娠覆■)
12 10YR e/9贈 褐色工(18号湾覆■)

13 18YR S/3に ぶい黄褐色■00号落獲■)
14 10YR4/2灰 黄褐色■08号潜覆■)
15 10YR4/2灰 黄褐色■08号湾覆■)

:狙砂・小石多く含む。
16 ,OYR4/2灰 黄褐色±08号湾覆■)

!狙砂―傑多く倉む。
17 ,OYR3/8暗 褐色土

18 10YR 2/4灰 黄掲色■(19号湾獲■)
19 10YR 1/4褐 灰色ia9号 落覆土)

３‐

　

配

　

鍋

３４

３５

３６

８７

　

８８

３９

　

４０

４‐

25

10Y日 %灰黄褐色■09号湾覆■)
10YR 4/褐灰色■09号潜覆■)
10YR%灰黄褐色±99号蒲覆■)

:炭化物・焼土若干混じる。

'OYR 4/2灰
葵褐色■09号清覆■)

,OYR%灰黄協色±09号着覆■)
〕OYR%褐灰色■99号磨覆土)
iOYR%黒福色■09=蒲覆■)

'OYR 3/2黒
IB色■09号潜類■)

10YR%にぶい羮褐色土(20号湾覆■)
10YR%にるい黄偶色■(20号蒲覆■)

:炭化物・燒土を含む。
10Y日 %褐灰色■(20号潜獲■):

:炭化物者千含む。

10YR%褐灰色■(20号溝覆■)
t粗砂層を含む。

i9YR%褐灰色土(eO号湾覆■)
〔炭化物若干混じる。

10YR%灰黄褐色土(20号湾褒■)
iOYR%灰黄褐色■(20号落覆■)
10Y日 3/2黒掲色■(20号藩覆土)

10YR 4/2灰 黄褐色■(29号湾覆■)

10YR%褐灰色土(20号湾覆■)
!挙大の際多く含む。

10YFR%褐灰色■(20号蒲覆土)
,OYR%褐灰色土(20号湾覆■)

:中礫多く混じる。

10YR%灰黄褐色土(20号浦褒■)
〕OYR%灰 黄褐色土

図11 18号～20号溝実測図
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B― i2

+

B-13
+

1 10YR3/3備 褐色土:粗砂小と含む。

2 10YR3/3階 福色土 :細砂多重含む。

9 19YR%晴 褐色■:]層に似る。
4 18Y日 %躇褐色土:組砂少E含む。
5 'OYR 3/2黒 褐色土

G 10YR/8暗褐色土
7 10YR 3/2黒褐色土

8 10YR 3/2黒福色土:焼上を含む。

9 10YR 2/2黒 褐色土 :粗砂を,■に含

みよくしまる。

田
＋

, 10YR%黒褐色上
ρ 10YR%躇福色土:櫂砂多量に含む。
3 10YR%黒掲色土
4 10YR3/3暗 褐色土 :2層に同じ。

5 10YR3/2黒 褐色土 :3層に向じ。

S ,OYR3/2黒 褐色上 :粗砂層。

7 10YR3/3皓 褐色■

8 10YR3/2黒 褐色土 :粗子は非常に細かい。

9 10YR%黒褐色■ :糧砂層。

〕～8視 乱
7 i8YR3/3鰭 褐色土

8 10YR%黒福色土
9 10YR%にぶい黄掲色土
10 10YR%灰 葵褐色土
‖ 10YR 3/2黒褐色■

12 'OY日 %黒褐e土
19 10YR4/2灰 黄褐色土 :炭化物少■。

14 10YR4/2灰 黄褐色土:粗砂を多く含む。

,5 10YR%灰 養褐色土:粗砂・際多く含む。
0          1:5Cl

図1219号 溝 実 測 図

2m
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19号溝 (図 11～ 12・ 写真 13～ 19)

A10・ 11・ 12・ 13・ 14・ 15。 16・ 17、 B10、 C10グ リッ ドで確認 した溝である。
幅イま最大で約 1.54m、 深 さは約 26cmを 測 る。 4号溝、 6号溝、 9号溝 を切 る。溝 は A10。
11グ リッ ド付近で大 きく屈曲 し、調査区東端 まで確認で きる。18号溝 と同 じく石積 を伴 う。

C10以北 はさらに続いていることを試掘で確認 しているが、東イ則に向かって軸 を幾分南に
振 ってお り、 A15以東 は、 きちん とした石積 を確認で きな くなる。
遺物 は、12点 を図示 している (図 18-40～ 51)。 この他、磁器、陶器、土師質土器の小片
が出上 している。

遺物 に中世か ら近世 にかけての混在がかな り認め られ るものの、19号溝 は18号溝 とほぼ

同時代 に機能 していた もの と判断 してお り、遺物、重複関係か ら、 18号溝 と同 じく、近世

以降に機能 した溝 と考 えている。

20号溝 (図 11・ 写真 19～ 20)

A10、 B10、 C10グ リッ ドで確認 した溝である。
幅約 4.°14m、 深 さ約 94cmを 測 る。18号溝、19号溝、集石土療 に切 られ る。溝 は19号溝 と

方向を同 じくしてお り、北東方向、南東方向 ともに、調査区外 に続 くとみ られ る。

遺物 は、 8点 を図示 している (図 19-52～ 59)。 この他、磁器、陶器、土師質土器の小片
数点が出土 している。

19号溝 に切 られているため、同 じく中世か ら近世の遺物の混在が認め られ るものの遺物、

重複関係か ら16世紀代、中世後半に機能 した、屋敷の区画溝ではないか と思われ る。

(山 崎雅 恵 )

5 集石土城 (図 3・ 写真 21～ 22)

調査 区中央、 B10。 11、 C10・ 11グ リッ ドか ら検 出 した。 14・ 19号溝 と重複す る。規模

は、長車由1.5～ 2.5m、 短草由70～ 85cm、 深 さ40cm程度であ り、いずれ も東西方向に長軸 を揃

えている。集石の広が りか ら 5～ 6基が並んで構築 されていたようであるが、明確 に掘 り
込みが確認 されたのは 4基だけであった。いずれの掘 り込み も夜土は、小礫か ら幼児頭大
の石 を使用 して埋戻 されていた。

出土遺物 は、古代の須恵器か ら18世紀代の近世陶磁器 まで出上 しいている。主体 となる

ものは近世陶磁器 となる。瀬戸美濃産の碗・橋鉢・ 灯明皿、九州系陶磁 の碗・皿 などがあ

る。他 に中世戦国期のロクロ成形 され底部糸切 り痕が残 るかわ らけ、 16世紀前半代 に位置

づ けられ る見込みに印花文 を押印 した、瀬戸美濃産の灰釉皿がある。

6  尉曽 渠

1号暗渠 (図 13・ 写真24)

調査 区東側、 B15。 16、 C15。 16、 D15・ 16グ リッ ドか ら検 出 し、N-35°一 Eの軸 とな
る。北か ら南 に流下 し、 1、 3～ 5、 19号溝及び 3号土羨 と重複す る。部分的に攪乱 を受
けているが、南北約 11.8mに わた り検 出 した。規模 は幅 36～ 60cm、 深 さ20cm程度 を測 る。
掘 り込み内には30cm前後の石 を横位 に並べて据 えているのが部分的に確認で きる。

2号 暗渠 (図 14・ 写真 11、 25)

調査 区西側、B6、 C6グ リッ ドか ら検 出 し、N-22°一 Eの軸 となる。北か ら南 に流下 し、
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〕～5 表■・攪筈し
6 10YR4/2灰 黄褐色土

7 10YR3/2累 褐色■(5号皓渠覆土)

8 〕OYR%黒褐色土
争 3

弱

す A′

A309200

…

(5号暗渠完掘状況)

一 A′脚Ａ一

D一             ―B

1表 ■
2 10YR%灰黄褐色土
3 10YR%灰黄構色■ :者千砂質。
4 ,OYR%黒褐色上(5号暗栗覆■)
5地 山

0          
卜40(1号階渠のみS=]:80)   2m

図13 1号・5号暗渠実測図
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西側 50cmの位置には 3号暗渠が隣接す る。 11号溝 と重複 し、中央が部分的に攪乱 されてい

るが、南北約5,4mに わた り検 出 した。規模 は幅 45～ 60cm、 深 さ20～ 28cm程度 を測 る。幅・
深 さとも南側 に下 るに従 って僅かにその規模 を減 じる。断面 U字状 を呈す る掘 り込み内に
は石が雑多に詰め込 まれている状態であった。

3号暗渠 (図 14・ 写真 11、 25)
調査 区西側、 B・ C-6グ リッ ドか ら検 出 し、 N-31°一 Eの軸 となる。北か ら南に流下
し、東側 50cmの 位置 には 2号暗渠が隣接す る。 11号溝 と重複 し、中央が部分的に攪乱 され
ているが、南北約5,4mに わた り検 出 した。規模 は幅35～ 53cm、 深 さ20cm程度 を測 る。 2号
暗渠 と同様 に、断面 U字状 を呈す る掘 り込み内には石が雑多に詰め込 まれている状態であ
った。

出土遺物 は中世戦国期のロクロ成形 され るかわ らけ片、 16世紀前半代 に位置づ けられ る

瀬戸美濃産の灰釉皿がある。

4号暗渠 (図 15～ 16・ 写真 28～ 29)
調査 区西側、 B3、 C3グ リッ ドか ら検 出 し、北か ら南 に流下す るが、途中で約 40°東側 に
向 きを変え流下す る。17号溝 と重複 し、南側 は大 きく攪乱 を受 けている。南北約4.5mに わ
た り検 出 した。規模 は幅 50～ 60cm、 深 さ30cm程度 を測 る。断面 U字状 を呈す る掘 り込み内
には、石が雑多に詰め込 まれている状態であるが、断面観察か らは底部付近 に比較的大 き

な石 を詰め、その後 に小石 を詰め込んでいるのが確認で きる。

出土遺物 は産地不明なが ら近世陶器がある。内外面鉄釉が施 された鉢 となるものであろ

う (図 19-69)。

5号暗渠 (図 13・ 写真 26～ 27)
調査区の最 も西側、 B2、 C2グ リッ ドか ら検 出 し、N-22°一 Eの軸 となる。南側 は大 き
く攪舌しを受 けているが、南北約3.7mに わた り確認 した。規模 は幅 65～ 85cm、 深 さ40cm程度
を測 り、北か ら南 に流下す る。断面観察か ら、掘 り込みは断面台形 を呈 し、 20～ 30cm前後
の細長い石 を側面 に縦方向に並べ、更 にその上 に横位 に据 えている。結果的に、幅 15cm、

高 さ 8 cm程度の空間が確保 される構造 となる。

7 掘立柱建物跡 (図 16。 写真29)

調査 区西側、 B2・ 3、 C2・ 3グ リッ ドに位置す る。南北方向に主軸 をもち、 N-23°一 E
の軸 となる。 4号暗渠・ 17号溝・ 8号土羨 と重複 し、確認 した範囲では東西 1間 ×南北 2
間 となる。東西方向3.6m、 南北方向3.7mと なる。柱聞距離 は東西が 3.6m、 南北ではピッ
ト56と 65の 間が1.7mで ある以外すべて1.85mと なる。 1.85m(6尺 1寸 )を 基準尺度 とし
た建物 と推定で きよう。柱穴規模 はいずれ も直径 25～ 30cm、 深 さ10～ 20cm程度 を測 り、 8
号土羨 と重複す るピッ ト65以外、扁平な礫が柱穴内か ら検 出されている。  (伊 藤正彦 )

第 3節 遺 物

本遺跡 出土遺物 の内、図化 して実測 図 を掲載 した もの につ いて、出土遺構・器種・法量・

器面調整・ 胎土等 を別表 に一覧化 した。 (平塚洋一 )
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(2・ 8号暗渠完掘状況)(2'3号暗渠検出状況)

ピ
00

一 A′

日翌聖
200

,～5 表■・察乱
6 10YR4/2灰黄褐0■
ア 10YR e/2黒褐色土

a 10YR%黒 褐色■
9 10YR 3/2黒福e土

'0 10YR%褐
灰色主

一 B′

0          卜40         2旧

・ 3号暗渠実測図
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1～4 表土 攪乱
6 10YR%灰 黄褐色土
6 10YR4/2灰策褐色主(4号皓渠覆土)
7 10YR%灰 黄褐色土、10YR 4/s褐色土混(4号皓渠覆土)
8 10YR3/3晴褐色土(4号皓渠覆■):組砂を多く含み、地山プロック混り。
9 10YR3/2皓褐色土(4号皓渠覆■)〔 おる、やや組い。
10 18YR3/2票 偶色土Q7号湾覆土)
,〕 10YR 4/2灰黄褐色土、10YR 4/6掲 色上混07号潜覆■)

12 10YR3/3躇 橋色土
,3 〕OYR3/2黒褐色上(B号清覆■)

日
′

―

サ

―
應
態
ドF@F′

P56

G′

３０９

，

４０〇

一

ゃ

‐

C3

(8号溝)

C′

1 10YR 3/2黒褐色土:炭化物 焼土少量含む。

2 10YR%黒褐色土

脚一
耳

C

脚一〉］

日

　

　

　

　

　

　

Ｌ

F理400   _F′

B     日

l i9YR%黒 褐色土(4号暗乗覆■)
2 〕8YR 3/3晴 褐色■(4号暗渠覆■)
3 1CYR 4/8にぶい策褐色■(4号暗渠覆■)

4 10YR/2黒褐色■97号瀦覆土)

D型 400 ― D′

手
1 ,OYR%黒 褐色■
2 iOYR%黒褐色土

E翌
400

一 E′

―, ,OYR 3/2票褐色
土

m

4号暗渠、8号 。17号溝実測図

昨◎・
P44

十

C-4

1 10YR 3/2黒褐色土

1旦
鯉400     _|′

T

一 日
′

図15
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-27-



武 田 城 下 町 遺 跡 出 土 遺 物

番号 遺 構 器種・器形
法 量

(口径/器高/底径)α
調  整 土 備 考

1 1号住居跡 土師器・不 (13.分 //一
緻密(赤色粒子、金雲母を合

む)

2 1号住居跡 土師器・ 甕 ―/― /― へらなで
やや粗 (金雲母・石英。長石・

赤色粒子を含む)
甲斐型土器編年Ⅸ期。

3 5号土壊 かわらけ ,皿 (8.4)/― /― ろくろなで
やや密(金雲母・長石、赤色

粒子を合む)

4 6号土羨 鉄製品 長さ6.0

5 6号上羨 古銭
(銭径/穿径/厚さ)

2.4/0,7/0.4
開元通宝外2枚。

6 6号土羨 古銭
(銭径/穿径/厚さ)

2 3/0.6/0.3
淳化元宝外2枚。

7 ピ ッ かわらけ。皿 ―/― /“ .2)
密(金雲母・長石、赤色粒子

を含む)

8 ピ ッ かわらけ。皿 ―/― /― ろくろなで
やや粗(金雲母・石英。長石

を含む)

9 ピット37 土器・橋鉢 一/― /― やや粗 (雲母・石英・合む)

ビッ 鉄砲玉 径12

1号溝跡 かわらけ・皿 //(7.劾 ろくろなで
密(金雲母・長石・赤色粒子

を含む)

3号溝掛 青磁 ―
/― /一 緻密 竜泉窯。

4号溝跡 灰釉陶器 ―
/― /― 内面自然釉 緻密

4号溝跡 土師器・邦 (13.8)// ろくろなで
密(雲母・石英・赤色粒子を

合む)
甲斐型編年X期。

4号溝跡 土師器・不 (8.8)/― /一 ろくろなで 密(金雲母・石英を合む)

10号溝跡 かわらけ。皿
(100/26/

6.4)
ろくろなで 密(長石 。石英を合む)

内面に溶融物付着、被熱の

ため瓦質化。

10号溝跡 かわらけ・皿 (12.2)/32/6.4 ろくろなで
密(金雲母・石英・長石。赤

色粒子を含む)
底部に径 6 mmの穿孔。

12号溝跡 かわらけ・皿 0.ω /2.2/5.0 ろくろなで
密(金雲母・石英。長石を合

む)

12号溝跡 かわらけ・皿 8.6/2.2/5.5 ろくろなで
密(金雲母・長石をわずかに

含む)

内面に炭化物、内外面にス

スが帯状に付着。
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番号 遺 構 器種・器形
法 量

(口径/器高/底径)伽
調  整 ム

Ｈ 土 備 考

12号溝跡 かわらけ。皿 Ql.8)//― ろくろなで
密(金雲母・石英。赤色粒子・

長石を含む)

12号溝跡 かわらけ・皿 0.0)/1.6/(60 ろくろなで
密(金雲母。石英・赤色粒子・

長石を含む)

12号溝跡 かわらけ。皿
(11.6)/2.6/

9,0
ろくろなで

密(金雲母・石英。長石・赤

色粒子を含む)

12号溝跡 かわらけ・皿
(120/2.6/

(6.妙
ろくろなで

密(金雲母・石英 ,長石・赤

色粒子を合む)

内外面の口縁部を中心に

スス付着。

12号溝跡 かわらけ・皿 (10.0)/2.2/(5,8) ろくろなで
密(金雲母・石英。長石を合

む)

口縁部3ヵ 所・見込み部に

炭化物付着。被熱のため炭

化。

12号瀧跡 土器・火鉢 //(14幼 なで
やや粗(金雲母・石英 ,長石

を含む)

12号溝跡 土器・鍋 ―
/― /― よこなで

やや粗(黒雲母・石英・長石

を含む)

12号溝跡 青磁。碗 一
/― /―

内外面・底部見込み

施釉
緻密

12号溝跡 自磁 (13,0)/― /― 内外面施釉 緻密 被熱。

12号溝跡 陶器・皿 (100/2.4/6.0
外面胴部下半ヘラ削

り。肖1り 出し高台
密 トチン痕 3ヵ 所。

12号溝跡 陶器・天目茶硫 ―/― /3.2 内面施釉 密

12号溝跡 白磁・皿 /― /“ 8)
内外面。底部見込み

施釉
緻密

12号溝跡
瀬戸美濃系陶

器・皿
10.8/2.5/5.8

内外面・底部見込み

施釉
やや密 輪トチ痕。

12号溝跡 古銭 2.5/0.6/0.1 永楽通宝。

12号溝跡 鉄製品。釘

12号溝跡 不明鉄製品

16号溝跡
瀬戸美濃系陶

器・皿
//(70) 内外面施釉 密

18号溝跡 土器・鉢 /― /(12.か なで やや粗(小石 。長石を含む)

18号溝跡
肥前系染付・

碗

QOo① /5.1/

6.0
繊密 二重網目文(1690-1720)
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番号 遺 構 器種・器形
法 量

(口径/器高/底径)伽
調  整 土 備 考

18号薄跡 陶器・皿
(11.2)/23/

“

.勧
内外面施釉 密

19号溝跡 かわらけ・皿 QO.鋤 /一 /― ろくろなで
やや密 (金雲母・長石を合

む)
内面に溶融物が付着。

19号溝跡
土器(焼塩

壷)。 蓋
(100/1,9/― 内面に布目

やや粗 (石英。長石。小石を

合む)

19号溝跡 陶器・皿 (82)//一 内外面施釉 密

19号溝跡 Fal器・皿 ―
/―/6.2) 削り出し高台 緻密

19号溝跡 陶器・皿 ―
/― /5.0

内面施釉、削り出し

高台
密

19号溝肋 染付・碗 ―
/―/(5.0)

内面 :染付、

鉄釉

外面 :

緻密

19号溝跡 漆製品・蓋 /― /― 内外面に赤漆 被熱。

19号溝跡下層 かわらけ・皿 (9ω /22/(5,4) ろくろなで やや密(石英・長石を合む)
口縁部内面に溶融物付着。

被熱のため瓦質。

19号溝跡下層 かわらけ・皿 ―/― /― やや密(長石を含む)
内面に溶融物付着、被熱の

ため歪む。

19号溝跡下層 陶器・皿 (118)/― /― 内外面施釉 密 焼き付け痕あり。

19号溝跡下層 陶器。天目茶碗 QO.2)/― /― 内外面施釉 密

19号溝跡下層 陶器・橋鉢 98.4)/― /― 鉄釉 密

20号溝跡 かわらけ・皿 /―/(4.8) ろくろなで やや密(石英を合む)

20号溝跡 かわらけ・皿
(12.0/2,4/

俗 0
ろくろなで やや密(石英を含む)

内面にスス付着。被熱のた

め瓦質。

20号澪跡 かわらけ・皿 ―/― /― ろくろなで 密
内外面に溶融物付着。被熟

のため瓦質。

20号溝跡 土器・鉢 /― /(10.0) なで
やや粗(雲母 '石英・長石・

赤色粒子を含む)

20号溝跡 陶器・丸皿 Ql,① //― 内外面施釉 やや密

20号溝跡 陶器・皿
(120)/22/

偲.0
内外面施釉 やや密 底部にトチン痕。
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番号 遺 構 器種・器形
法 量

(口径/器高/底径)釦
調  整 土 備 考

20号溝跡 陶器・皿 ―
/― /― 内外面施釉 密

20号溝跡 陶器・橋鉢 ―/― /― 内外面鉄釉 やや密

集石土羨 かわらけ・皿 116/2.9/6.1 ろくろなで 密

集石土羨 かわらけ。皿 /― /― ろくろなで
やや密(金雲母・石英・長石

を合む)

口縁部に指頭によるつま

み痕。

集石土羨 土器。内耳鍋
鬱8.0/60/
似6.0

なで やや密(雲母・石英を合む)

集石土羨 肥前・染付・皿 //“ .0 緻密

集石土羨
瀬戸美濃系陶

器・皿
//(6.4) 内外面施釉 密

大窯 2期。底部にトチン

痕。

集石土羨 陶器・橋鉢 (20.8)/― /― ろくろなで やや密

集石土羨 陶器・灯明皿 0.0/19/O.0
ろくろなで・内面施

釉
密

集石上羨
瀬戸美濃系陶

器・香炉
(11.0)/― /― 内外面施釉 密

集石土羨 陶器・橋鉢 99,0)//― ろくろなで やや粗

4号暗渠 陶器・鉢 Q5.0/― /― 内外面施釉 緻密

B-8 土器・香炉 (9.2)//― なで
やや密(金雲母。長石。赤色

粒子を合む)

C-11 常滑・甕 は10/― /― なで やや密(石英を合む)

B-11
瀬戸美濃系陶

器・皿
Ql.0/2,7/6.1

内外面施釉。見込み

部に印花文
密 底部にトチン痕。

B-7 陶器・皿 ―
/―/O働

内外面施釉。見込み

部に印花文
密 被熱。

C-12 祗石
(幅 /長さ/厚さ)

(30)/3.3/07
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0             108m
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17

一ｂ

住居跡 (1・ 2)、 5号土壊 (3)、 6号土嬢 (4～ 6)、

1号溝 (11)、 3号溝 (12)、 4号溝 (18～ 15)、

ピット2B(7)、  ビット36(8)、 ビット37(9)、 ビット80(10)、

10号溝 (16・ 17)、 12号溝(18～24)

出 土 遺 物 (1)
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12号溝 (25～ 35)、 16号溝 (36)、 ]B号溝 (37～ 39)、 19号蒲 (40～ 46)、 19号溝下層 (4フ～51)

図18出 土 遺 物 (2)
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20号溝(52～ 59)、 集石EL境 (6Cl～ 68)、 4号晴渠 (69)、 一一括遺物(70～ 74)

図19出 土 遺 物 (3)
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第 4章 ま と

今回の調査では、平安時代、中世、近世各時期の遺構 と遺物 を検 出 した。以下に若千の

まとめを述べ る。

第 1節 検 出遺構 の変遷

平安時代

1号住居跡、 4号溝 を検 出 している。住居跡 は遺存状態が非常に悪 く、範囲のみの確認
であった。緩やかな傾斜面下 に部分的 に残 った もの と考 え られ、遺構周辺の様子な どは不

明である。

中世

中世の遺構 は、 6号 土羨、 1・ 3・ 5・ 10・ 12・ 16・ 20号溝 を検 出 している。 6号土療
に関 しては後述す る。 20号溝 は絵図で推定で きる小 山田氏 あるいは諸角氏の屋敷の堀の一

画ではないか とみ られ る。 20号溝 は近世 に至 る過程 において、部分的 に埋め立て られ、石

積 を伴 う18・ 19号溝 に改修 されたのち埋め立て られた もの とみている。各溝 とも出土遺物

は少ないが、20号溝 か ら19号溝下層、 18号溝、 19号溝 と順 を追って、 16世紀 中ごろか ら17

世紀の初頭 にかけての遺物がほぼ まとまって出上 してお り、 この区画は屋敷の使われな く

なった後 も水路 として連綿 と利用 されていた可能性が高い。

20号溝の区画内の遺構 は比較的少ない。検 出 した 1・ 3・ 5号溝 は若千の振れはあるも

のの西 に18～ 20°振 った主軸方位 を示 し、南北方向に平行す る。畑の遺構 ではないか と思 わ

れる。調査区南東角 に若千の ピッ ト群が検 出で きることか ら、屋敷の中心部分 は調査 区外

東側 に配置 されているもの と考 えている。

20号溝西側 には 10号溝がほぼ平行 している。10号溝 と同 じく東 に約 20°主軸 を振 って平行

す る12・ 16号溝の間 にはピッ ト群があ り、今回の調査では特 に並び を確認で きなかったが、

鉛玉 を出土す るピッ トが存在す るなど屋敷の外 に鍛冶 な どの技術者が工房 あるいは往居 を

構 えた跡があるのではないか と考 えられ る。 10・ 12・ 16号溝か らは、緑青が浮 き出た鉱物

の融着物が残 るかわ らけの破片が出土 してお り、関連性 を窺 わせ る。

近世以降

近世の遺構 と判断で きたのは18・ 19号溝である。切 り合 いか ら考 えて、 4号暗渠 も近世
の遺構の一つ と思われ る。

暗渠 に関 しては、構造上の違 いか ら時期差 も考 えられ るが、出土遺物が少ないこともあ

り、詳細な時期判断 は控 えている。歴史背景 を考 え合 わせ ると、ほ とん どは武田滅亡後、

一帯が古府 中村 として耕地化が進 め られた 16世紀末以降 に埋設 された ものではないか と

考 えている。

今回の調査では掘立柾建物 と報告 しているが、6号土羨 を切 る軸 を東 に23°振 った一連 の

ピッ トは、限 られた検 出部分での判断であ り、同 じく東 に約 20°軸 を振 っている17号溝 との

関連 を考 えると、 あるいは塀 な どの構造物であった可能性 もある。 17号溝 との関連 は出土

遺物が少ないこと、検 出面が地山であることか ら判断で きなかった。
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第 2節  武 田城 下町遺 跡 営林 署跡地点の再葬墓 につ いて

今 回の調査 区内か らは再 葬 墓 が

1基検 出 されてい る。 出土遺 物 か
ら時期 を判 定す るこ とはで きなか

ったが、他 の遺構 の年代 、 墓 の平

面形態 な どか ら考 えて、 15～ 16世

紀 に収 まる範 囲での時期 を想 定 し

て い る (野代 2000)。

事 実記 載 と重複 す るが、埋葬 さ

れ ていた骨 は、頭蓋骨が北枕 東 向

き、他 の 四肢骨 は ま とめ て並 べ 直

上 に置 き石 を してい る。 骨 に火葬

した痕 跡 は認め られ なか った。 副

葬 品 は顎付近 か ら、六道銭 (判 読

で きたのは渡来銭の開元通宝・ 淳化元宝の 2枚)を検 出 してい る。
山梨県下の中世墓で再葬 の痕跡が認め られ るのは、未報告であるが本郷遺跡検出の再葬

墓がある。本郷遺跡 は甲府市善光寺 3丁 目に所在す る遺跡で1985年の調査例 で検 出されて
いる。本郷遺跡例の再葬墓 は頭蓋骨は北枕、遺存状態が悪 く顔 の向 きは不明である。営林

署遺跡例 と同 じく直葬 で、四肢骨は頭の近 くにまとめ られ、火葬 の痕跡 は認め られない。

副葬 品に関 しては土師質土器 1点 が検 出されている。周辺か ら他 に 9基の土葬墓が検 出
されているが、詳細な時期 に関 しては不明であ り、中世の墓 とされている。

再葬墓は主 に縄文時代、弥生時代 に行われた埋葬法で、一旦遺体 を土中に埋めるなどし

て肉を腐 らせ、骨 となった もの をまとめて壷や甕、石糖 な どに改めて埋葬す る型式の葬法

である。

他県の中世墓の事例 は寡聞に して知 らないが、 15～ 17世紀 に検 出され る墓の形状・形態
は多様であ り、葬法 には様 々な宗教、多様 に分化 した社会階層の変化の一端が現れている

と捉 えられている (『考古学 ジャーナル』 1989)。

再葬墓の事例 は県下で もまだ僅かであ り、今後、同様の調査例 の増加により、時期、多

様 な中世墓のなかでの再葬墓の位置づ けなど、再度の検討が行 われ ることが望 まれ る。

(山 崎雅 恵 )

参考文献

野代幸和「山梨県 における中近世墓制の変遷」『山梨県考古学協会誌』第 11号  山梨県考古
学協会 2000

『考古学 ジャーナル』 no。 304 ニューサイエ ンス社  1989

0            50

図20本 郷 遺 跡 再 葬 墓

-36-





簸

襲

為

薄

軽

饉

議

鶏

写真 1 武田城下町 (首林署跡)遺跡仝景
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写真 2 1号住居検出状況 (東から)

写真 3 1号 住居遺物出土状況 (東から)

写真 4 6号 土帳人骨検出状況 (西から)
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写真 5 6号 土境人骨検出状況 (東から)

写真 6 6号 土墳完掘状況 (東から)

写真 7 ピット群検出状況 (北西から)
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写真 8 1号 溝・ 3号溝・ 5号溝検出状況 (西から)

写真 9 12号清遺物検出状況 (南から) 写真10 12号溝完掘状況 (南から)
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写真11 16号溝・ 2号暗渠・ 3号暗渠
検出状況 (南から)

写真13 18号溝 。19号溝検出状況
(】しから)

写真12 18号清検出状況 (北から)
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写真14 19号清検出状況 (西から)



写真15 19号溝検出状況 (北東から)

写真16 19号清石積検出状況 (A-11、 北から)

写真17 19号溝石積検出状況 (B-13、 北から)
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写真 18 19号溝漆製品出上状況 (南西から)

写真19 18号溝・ 19号溝・20号溝北壁 (南から)

写真20 20号溝検出状況 (南から)

-45-



写真21 集石土境集団範囲検出状況 (西から)

写真22 集石土娘完掘状況 (西から)

写真23 作業風景 (北西から)
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写真24 1号暗渠検出状況 (北から) 写真25 2号暗渠・ 3号暗渠検出状況
(南 んヽら)

写真26 5号暗渠検出状況 (南から)
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写真27 5号暗渠蓋石除去後 (南から)



写真28 4号暗渠検出状況 (南から)

写真29 4号暗渠 。17号溝完掘状況 (南から)

写真30 調査区仝景 (東から)
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写真31 1号住居出土遺物 (1・ 2)

写真32 5号上境出土遺物 (3)

写真33 6号土墳出土遺物 (4～ 6)
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写真34 ピット出土遺物 (7～ 10)

写真35 1号溝出土遺物 (11)

写真36 3号溝出土遺物
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写真37 4号溝出土遺物 (13～ 15)

写真38 10号溝出土遺物 (16・ 17)

写真39 16号溝出上遺物 (36)
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Ⅷ

写真40 12号清出土遺物 (18～ 24)

写真41 12号溝出土遺物 (25・ 26)

は

域

懸
・

写真42 12号溝出土遺物 (27～35)
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写真43 18号溝出土遺物 (37～39)

写真44 19号清出土遺物 (40～44)

写真45 19号溝出上遺物 (45)
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写真46 19号溝出土漆製品 (46)

写真47 19号溝下層出土遺物 (47～51)

悦

鮎

写真48 20号溝出土遺物 (52～59)
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写真49 集石土墳出土遺物 (60～68)

写真50 4号暗渠出上遺物 (69)

写真51 調査区出土遺物 (70～74)
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